
UNWTO賞受賞記念 
「全国産業観光推進協議会シンポジウム」の開催について  
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全国産業観光推進協議会事務局（（公社）日本観光振興協会内） 

日時 

場所 

定員 

目的 

2017年9月22日（金）16:10-18:00  
ツーリズムEXPOジャパンビジネスデー   

東京ビッグサイト セミナールーム10  

100名 

わが国では、2001年の「全国観光産業サミットin愛知・名古屋」の開催を

機に「産業観光」の取組みが始まりました。その長年にわたる成果は、今年

度、国連の世界観光機関が認める、持続的に観光産業の発展に取組んだ組織

を顕彰する「UNWTO賞」の受賞に繋がりました。 

 近年、「観光」はその経済波及効果の広さと大きさから、国策においても

基幹産業と位置づけられるようになりました。 

 特に、地域の生業（なりわい）である「産業」資源を「観光」に活かす産

業観光は、いまや年間7,000万人以上の集客を誇るニューツーリズムの旗手

として発展しています。 

 そこで、本シンポジウムでは、既に産業観光を持続的に事業として展開す

る地域のキーマンをお招きし、「地域ビジネスとしての産業観光」の取組み

現状と手法、さらには今後の展開等についてお話し頂き、次代の新たな産業

観光の方向性や役割などについて討議したいと存じます。 

【ＵＮＴＷＯ賞とは】 

 世界観光機関（UNWTO）は、2003年の第58回国連総会において承認された国連の専門機関で
あり、日本を含む約160か国が加盟する、観光分野における世界最大の国連機関として、観光の振
興・発展を活動目的とし、様々な事業を実施しています。 

 観光庁の主導により、2014年9月に日本の主要な観光産業の企業・団体が世界観光倫理憲章に署
名しました。これを受け、ツーリズムＥＸＰＯジャパン組織委員会は、世界で初めて当観光倫理憲章
の理解と推進、ならびに観光産業における新しい価値創造を目的とする顕彰制度を設け、責任ある観
光産業の永続的な発展に図ることとしました。 

 全国産業観光推進協議会は、本年度の「UNWTO賞」を受賞し、本シンポジウムに先立つ９月２１
日に表彰されることになっています。 

燕三条 工場の祭典 
宇部・美祢・山陽小野田産業観光推進協議会 

「大人の社会派ツアー」 



シンポジウムの内容 

（１）ＵＮＷＴＯ受賞記念基調講演（30分間） １６：１０～１６：４０ 

 須田 寛 氏 

      

  

 

     

   テーマ：「これからの産業観光 ～産業観光DMOの取組みに向けて～」 

（２）産業観光の先進事例と今後の方向性（65分）１６：４０～１７：４５ 

  １）事例2地域のキーマンが事例発表（各10分間×2 20分間） 

   ◆プレゼンター1  植杉 謙治 氏 

   テーマ：「大人の社会派ツアー「未来に受け継ぐ翁（おきな）の志」  

          宇部・美祢・山陽小野田産業観光推進協議会の取組みについて」 

    ◆プレゼンター2  平賀 仁 氏 

     

    

  

 

 

 

   テーマ：「日本を代表する「ものづくりのまち」から「燕三条ブランド」を世界へ  

          町全体がオープンファクトリーに『燕三条 工場の祭典』の取組について」 

   ２）ディスカッション（45分間） 

          ◆1）の2地域のプレゼンター 

    ◆モデレーター：丁野 朗 氏 

（３）これからの全国産業観光推進協議会の取組内容について（15分間） １７：４５～１８：００ 

参加申込先 

東海旅客鉄道株式会社 相談役 

全国産業観光推進協議会 副会長 

公益社団法人日本観光振興協会 
理事 

日本商工会議所 観光専門委員会 

委員長 

1931年京都府生まれ。1954年京都大学法学部卒。同年4月日本国有

鉄道入社、1987年4月東海旅客鉄道(株)代表取締役社長、1995年6月

同代表取締役会長、2004年6月同相談役。（公社）日本観光振興協会

理事や日本商工会議所観光専門委員会委員長など、観光振興に関する活

動にも幅広く携わる。主な著書に「東海道新幹線50年」「昭和の鉄道」

「街道観光」「産業観光」「都市観光」（いずれも交通新聞社）など。 

公益社団法人日本観光振興

協会 特別研究員 

東洋大学大学院客員教授 

ＡＮＡ総合研究所シニア  

アドバイザー ほか 

1950年高知県生まれ。1973年同志社大学卒業後、マーケティング及び環境政策のシンク

タンクを経て、1989年（財）余暇開発センター入所。2002年に（財）社会経済生産性本

部（現・日本生産性本部）に移籍。「ハッピーマンデー（祝日の月曜日指定）制度」の創設

や産業観光などの地域振興事業、「レジャー白書」の編集・発行事業などに携わる。2007

年に「観光地域経営フォーラム」（事務局・日本生産性本部）を創設、2008年に（社）日

本観光振興協会（現 公益社団法人日本観光振興協会）に移籍。経済産業省産業構造審議会臨

時委員、日本商工会議所観光専門委員会学職委員や文化庁「日本遺産」選定委員等も務め

る。 

公益財団法人燕三条 

地場産業振興センター  

産業振興部長 

1962年新潟県生まれ。精密機器メーカー、研究開発系第三セクターを

経て、2002年（財）新潟県県央地域地場産業振興センター（現（公

財）燕三条地場産業振興センター）入職、マグネシウム合金製品開発支

援に従事。2005年に産業開発部技術開発課長に就任。各種金属加工等

に関する産学連携技術開発、地域中小企業の販路開拓支援などに従事。

2017年、産業振興部長に就任。現在に至る。   

 
一般社団法人宇部 

観光コンベンション 

協会事務局次長 

1955年山口県山陽小野田市（旧小野田市）生まれ。

2004年に（財）山口観光コンベンション協会事務局次長

に就任。2008年には同協会の事務局長となる。2012年

より宇部観光コンベンション協会の事務局次長に就任。現

在に至る。  

ツーリズムEXPOジャパン 各種登録ページ 

http://www.t-expo.jp/biz/exhibit/registration.html 
事前来場登録後、プロフェッショナルセミナー一覧より、9月22日（金）、セミナールーム10の
UNWTO賞受賞記念「全国産業観光推進協議会シンポジウム」をご選択ください。 


